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大幅値下げ奏功で納車台数は過去最高水準。EV競争

激化懸念も、再生可能エネルギー事業の成長可能性大 
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 2022/12 期 4Q（10-12 月）は売上高が前年同期比 37.2％増、調整後

EPS が同 40.0％増。大幅値下げが奏功し納車台数が同 44％増。 

 販売台数見通しは 23 年が前期比 37％増も、複数年にわたり 50％の

年成長率。更に、24 年と 25 年の設備投資計画を引き上げた。 

 電力需給最適化のVPP事業を拡大中。家庭用蓄電池「パワーウォー

ル」など再生可能エネルギー事業の成長可能性が注目されよう。 
What is the news? 

1/25発表の2022/12期4Q（10-12月）は、売上高が前年同期比37.2％増の

243.18億USD、Non-GAAPの調整後EPS（1株当たり利益）が同40.0％増の

1.19USD。景気減速に伴う消費者の購入意欲減退懸念に対応した大幅値下

げが功を奏し、納車台数が同44％増の40万5278台と過去最高に達した。

反面、自動車産業の粗利益率は4.7ポイント低下した。前四半期比では、

売上高が13.3％増、調整後EPSが13.3％増。納車台数が18％増だった一

方、自動車産業の粗利益率が2.0ポイント悪化した。 

コスト上昇要因は、同社CFOによればリチウムほか原材料の高騰とイン

フレに加え、テキサス州およびベルリンの工場、および日本のパナソニ

ック（6752）との合弁でネバダ州に建設中のリチウムイオン2次電池工場

での生産効率向上のための初期投資のためとしている。 

4Qのセグメント別概要は以下の通り。①自動車事業は、売上高が前年

同期比33.4％増の213.07億USD。標準車種のモデル3およびYの生産台数が

同43％増、高級車種のモデルSおよびXが同57％増。モデルSおよびXの生

産台数割合は同0.4ポイント拡大の4.7％となった。②主にエネルギー生

成・貯蔵事業を中心とするその他の事業は、売上高が同71.9％増の30.11

億USD。太陽光発電容量が同18％増の100MW、エネルギー貯蔵容量が同

2.5倍の2462MW/h、貯蔵・サービス所が同19％増764ヵ所、移動車両サー

ビス隊が同24％増の1584隊、充電スタンド数が同35％増の4678ヵ所、充

電コネクター数が同35％増の4万2419個と堅調に拡大している。 
How do we view this?  

同社は今後の見通しについて、今後複数年にわたって50％前後の電気

自動車（EV）販売台数の成長が続くとの従来計画を維持した一方、23年

は前年比37％増の180万台前後への減速（22年は同40％増）とした。更に

31日、新型バッテリーやEVトラック「セミ」増産のため24年と25年の設

備投資見通しを70-90億USD（従来計画60-80億USD）へ引き上げた。 

同社は太陽光発電設備や蓄電池を一括制御し電力需給を最適化する

「仮想通貨発電所（VPP）」事業を拡大中。同社の家庭用蓄電池「パワー

ウォール」の販売増に繋がると見込まれる。EVについては競争激化懸念

があるものの、再生可能エネルギー事業者としての側面は、昨年8月成立

のインフレ抑制法による後押しもあり成長加速が期待されよう。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1USD=130.09円

事業年度 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12F 2024/12F

売上高（百万USD） 31,536 53,823 81,462 104,499 133,560

当期利益（百万USD） 721 5,519 12,556 13,347 19,530

EPS（USD） 0.21 1.63 3.62 3.89 5.75

PER（倍） 824.86 106.27 47.85 44.53 30.13

BPS（USD） 7.72 9.74 14.13 16.70 22.71

PBR（倍） 22.44 17.78 12.26 10.37 7.63

配当（USD） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

配当利回り（％） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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　 2003年設立の電気自動車（EV）メーカー。現CEOの
イーロン・マスク氏は2004年に同社へ多額の投資を行い

CEOとなった。自動車事業のほかに、エネルギー生成・
貯蔵事業などを営む。

   自動車事業は、セダン（モデル3と高級車種のモデル

S）とスポーツ・ユーティリティ車（モデルYと高級車種のモ
デルX）を提供するほか、EVのパワートレイン部品とシス

テムを他のメーカーに提供している。
　 「ギガ・ファクトリー」と呼ばれる巨大な工場が中国の

上海、ドイツのベルリン、米国内のテキサス州で稼働して

いるほか、米国のカリフォルニア州にも稼働工場を擁す

る。自社所有の店舗とギャラリーのネットワークを通じて

製品を販売し、同社所有のサービスセンターやサービ

ス・プラス、および同社の移動車両サービス隊に属する

技術者を通じてEVに係るサービスを提供する。
 

   エネルギー生成・貯蔵事業は、家庭、商業施設、およ
び電力系統で使用するための充電式リチウムイオン電

池システムなどのエネルギー貯蔵製品を提供している。

住宅および商業施設向けに太陽エネルギーシステムの

設計・製造・設置・保守・リースおよびの販売を行うほか、

再生可能エネルギーを販売する。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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